
 
十六総合研究所 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

ǵ  

ɵ ↓ǵ₳᷈ǶƲ10 ʴΉ 5.2 Ʋ 5.4 Ƴ 

ɵ ↓ǑȏǺ ȐǞׄǔǶƲΉ Ʋ ƲЋᶮǯȉǲ ӓƳ ǲ ȐǞׄǔǶȱɫ

Ɉ ǲȏȑẎ₦ǲ ӓǞǦƳ 

ɵȱɫɈ Ǔὤ ș ǞƲ֛ЊǶẎ₦ǲ ӓƲẆїḌǵ ǶẎǔǖ ᾜǞǦƳ 
 

 消費動向に関するアンケート調査 

（2020 年 8 月期） 

 

 

1. 調査方法 インターネットによるアンケート調査 

2. 調査内容 生活満足度、暮らし向き、収入、消費支出 

3. 調査期間 2020 年 8 月 5 日～7 日 

4. 回答状況 有効回答 1,260 名 回答者の内訳は以下のとおり 
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１．生活満足度  

現在の生活にどの程度満足しているかについ

て、「とても満足」を 10 点、「どちらでもない」

を 5 点、「とても不満」を 0 点とすると、何点く

らいになると思うか、と質問した。 

回答の分布では、すべての地域（※1）において

「5 点」および「7 点」と回答した割合が高かっ

た。「5 点」と回答した割合は、岐阜県と全国では

前年よりも増加したが、愛知県では減少した。 

生活満足度の平均点は、岐阜県で 5.2 点（前年

調査比 0.4 点減）、愛知県で 5.4 点（同 0.3 点

減）、全国で 5.4 点（同 0.2 点減）となり、前年と

比較していずれも低下した。 

「0 点～4 点（不満）」と回答した割合は、岐阜

県で 32.1％（前年調査比 4.7 ㌽増）、愛知県で

31.0％（同 6.0 ㌽増）、全国で 31.7％（同 2.2 ㌽

増）、「6 点～10 点（満足）」と回答した割合はそ

れぞれ 43.8％（同 7.2 ㌽減）、51.9％（同 1.2 ㌽

減）、47.1％（同 4.8 ㌽減）と、いずれの地域で

も「満足」が「不満」を上回る結果となった。

「満足」と回答した割合について、愛知県は全国

を上回ったが、岐阜県は全国を下回った。 

地域別・年齢階層別の生活満足度の平均をみる

と、岐阜県、愛知県、全国すべてにおいて、40

歳代および 50 歳代では満足度が比較的低く、60

歳以上になると上昇する傾向にあった。生活満足

度が最も高いのは、岐阜・愛知両県では 60 歳以

上、全国では同点で 30 歳代と 60 歳以上であっ

た。 

 

 

 

 

 

※1：岐阜県、愛知県、全国の 3 地域を対象として分析を行

っている。以下同様。 
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２．暮らし向き  

1 年前と比較した現在の暮らし向きについて、

「良くなった」を 1 点、「やや良くなった」を 0.5

点、「やや悪くなった」を▲0.5 点、「悪くなっ

た」を▲1 点とウエイト付けし、各項目の回答者

数割合を乗じて DI を算出した。 

全体では、岐阜県は▲15.1（前年調査比 5.2 ㌽

減）、愛知県は▲12.4（同 10.5 ㌽減）、全国は▲

11.0（同 7.9 ㌽減）となり、いずれの地域でも 2

桁のマイナスとなった。また、前年調査比でみて

も、いずれの地域でも大幅に悪化しており、昨年

10 月の消費増税や新型コロナウイルス感染症拡

大による雇用・所得環境の悪化を反映したものと

みられる。 

年齢階層・地域別にみると、プラスとなったの

は愛知県の 30 歳未満と全国の 30 歳未満および全

国の 30 歳代のみで、それ以外ではすべての年

齢・地域においてマイナスであった。 

いずれの地域においても、30 歳未満の DI が最

も高く、年齢を重ねるにしたがって低下していく

傾向にある。特に 40 歳代、50 歳代で低い結果で

あり、岐阜県と愛知県については 60 歳以上にな

ると改善している。 

暮らし向きと生活満足度の関係をみると、各地

域とも暮らし向き DI は年齢によってばらつきが

見られるが、生活満足度は全体的に中位付近に集

中している。30 歳未満は、いずれの地域でも暮

らし向き DI・生活満足度ともに比較的高く、40

歳代と 50 歳代では、暮らし向き DI・生活満足度

とも他の年代に比べて低くなる。岐阜県と愛知県

では、60 歳以上になると暮らし向き DI が好転

し、生活満足度も向上している。 
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３．収入と消費支出 

収入 DI は、全体では岐阜県が▲29.0（前年調

査比 14.9 ㌽減）、愛知県が▲28.3（同 21.9 ㌽

減）、全国が▲23.5（同 19.4 ㌽減）といずれの地

域でも大幅に悪化した。前年調査比では、岐阜県

の 60 歳以上で改善した以外は、すべての地域・

年齢階層において悪化しており、コロナ禍におけ

る雇用・所得環境の悪化が家計を直撃したものと

みられる。 

「収入 DI（年齢階層別）」をみると、最も大き

かったのは、岐阜県と愛知県では 30 歳代、全国

では 30 歳未満であった。また、最も小さかった

のは、岐阜県と愛知県では 50 歳代、全国では 40

歳代と 60 歳以上であった。 

消費支出 DI は、岐阜県が 19.5（前年調査比

14.5 ㌽減）、愛知県が 20.7（同 14.3 ㌽減）、全国

が 19.1（同 16.2 ㌽減）となった。前年調査比で

は、愛知県の 60 歳以上で改善（支出が増加）し

た以外は、すべての地域・年齢階層において悪化

した。 

「消費支出 DI（年齢階層別）」をみると、最も

大きかったのは、いずれの地域でも子育て世帯が

多い 40 歳代であった。最も小さかったのは、岐

阜県では 60 歳以上、愛知県では 30 歳未満と 50

歳代、全国では 30 歳未満であった。 
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４．費用項目別 DI  

費用項目別の支出について 1 年前と比べてどの

ように変化したか質問し、DI を算出した。 

いずれの地域でも「光熱・水道費」、「食料

費」、「日用雑貨費」、「通信費」、「住宅費」が上昇

した。コロナ禍により外出自粛の傾向が続いてお

り、“巣ごもり”のための費用が増加したほか、

衛生用品を含む日用雑貨への支出が増えたとみら

れる。 

一方で、いずれの地域でも「交通費」、「衣料品

費」、「趣味」、「外食費」、「旅行・レジャー費」の

低下が非常に大きかった。こちらもコロナ禍によ

る外出自粛の影響が色濃く表れたとみられる。 

全国の費用項目別 DI と岐阜県および愛知県の

DI との差、およびその変化をみる。岐阜県、愛

知県ともに「外食費」において差が大きかった。

前年の調査においても、両県の外食への出費は全

国水準よりも高かったが、今年は全国で外食費が

より抑えられたため、その差が拡大した。「光

熱・水道費」と「衣料品費」および「趣味」への

出費は、前年の調査においては全国水準よりも低

かったが、今回調査でその差はプラスに転じ、全

国を上回る水準となった。 
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５．終わりに  

2017 年以降、継続して行っている本調査である

が、今回は新型コロナウイルス感染症が拡大して

以降初の調査であった。 

 

生活満足度はいずれの地域でも前年と比較して

低下した。前年に引き続いて、現在の生活を満足と

感じている割合は不満と感じている割合よりも多

かったが、その差は縮小した。最も満足度が高いの

はすべての地域において 60 歳以上であった。 

 

暮らし向き DI は、いずれの地域においても前年

と比較して大幅に悪化しており、昨年 10 月の消費

増税や新型コロナウイルス感染症拡大による雇

用・所得環境の悪化を反映したものとみられる。年

齢階層別にみると、30 歳未満が最も高く、年齢を

重ねるにしたがって低下していく傾向がみられた。

特に 40 歳代、50 歳代で低い結果であった。 

 

収入および消費支出をみると、全体的に収入は

減少傾向、消費支出は抑制される傾向にあった。 

収入 DI は、いずれの地域においても前年と比較

して大幅に悪化した。当地域（※2）でみると、男性

（▲26.0）よりも女性（▲31.4）の方が小さく、女

性の方が収入の減少傾向が強いことがわかる。コ

ロナ禍における休業や営業時間の短縮など、企業

活動の停滞およびその対策として行われる雇用調

整は、特に非正規雇用労働者を対象に今なお続い

ている。本調査のみを用いて正確な原因を探るこ

とはできないが、非正規雇用労働者の多数を占め

る女性労働者への影響は大きかったと言えるので

はないだろうか。 

消費支出 DI を年齢階層別にみると、全体として

40 歳代が大きく 30 歳未満が小さい傾向にあった。

コロナ禍により先行きが見通せない中で支出を抑

制したいという考えが多いと思われるが、40 歳代

は子育て世帯が多いことなどにより支出を抑制し

にくいのに対して、30 歳未満は単身世帯も多く他

の世代と比較して支出を調整しやすいことが反映

された結果ではないだろうか。 

 

費用項目別 DI では、外出自粛や休校、在宅勤務

の広がりなどに伴い、いわゆる“巣ごもり”のため

の費用が増加した一方、外食費や旅行・レジャー費

などの外出型の消費は大きく減少しており、コロ

ナ禍の影響が色濃く表れた結果となった。 

 

緊急事態宣言解除後、経済活動は徐々に再開さ

れたものの、厳しい経済情勢や雇用・所得環境は当

面続くものとみられ、急激な回復は見込めないだ

ろう。今後は「Go To キャンペーン」の延長検討

や旅行・観光業や飲食業などの支援を想定した追

加の経済対策など、コロナ禍で落ち込んだ消費を

喚起するための対策が続くようだ。新型コロナウ

イルス感染症の収束とともに一刻も早い経済の回

復が望まれる。 

 

 

（研究員 萩原 綾子） 

※2：岐阜県と愛知県の該当する回答を集計し、「当地

域」として分析を行った。 


